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安定した雇用を創出する（仕事、職場をつくり出す）

▲

　雇用を確保する

企業誘致推進事業
（7,530 万円）

　企業の立地を進め、税収や雇用の
確保、市内産業の振興、地域経済の
活性化を図るため、各種展示会への
参加や、企業訪問などにより企業誘
致の推進を行います。
　特に、矢板南産業団地は、東北自
動車道矢板 I C に近接しており、抜
群の交通アクセスとなっていること
から、近年、分譲が好調ですが、今
後は首都圏と東北地方をつなぐ拠点
となっていることを踏まえ、さらな
る誘致活動に取り組んでいきます。　

雇用安定推進事業
（240万円）

　中小企業で働く従業員の方たちの
福祉の向上と雇用の安定、中小企業
の振興と発展に寄与するため、国の
制度である「中小企業退職金共済制
度」に新たに加入した事業主に対して
共済掛金の一部を補助します。
※補助率は、掛金月額5,000円を上
　限とし、その 20％とします。
※補助の対象期間は、共済契約を締
　結した月から起算して 1年です。　
※新たに加入した事業主に対して市
　から申請確認のご連絡をいたします。

就職サポート事業
（430万円）

　高校の就職担当教諭と市内企業と
の交流会により、高校生の市内企業
への就職をサポートするとともに、大
学生や若者を対象としたイベントを
開催することで、ＵＩＪターンの促進
や市内就職のきっかけをつくります。
【平成 30年度就職サポート例】
 ・矢板市ガイドブック
　「Ｙ

ヤ イ タ ー ン

ＡＩＴＵＲＮ」の作成
 ・県内 3大学での矢板市セミナー
 ・企業見学ツアー
 ・合同企業説明会

　地場産業への支援

林業専用道整備事業
（2,000 万円）

　昨年度、矢板市は林野庁の「林業
成長産業化地域創出モデル事業」に
県内で初めて選定され、地域森林資
源の循環利用と林業の成長産業化を
促進することを目的に「矢板市林業・
木材産業成長化推進協議会」を設立
しました。
　林業専用道整備にかかる事業費で、
国から受けた補助を上回る工事費分
を、市が補助します。

空き店舗活用支援事業
（200万円）

　商店街のにぎわい創出と地域経済
の活性化を目指して、対象区域内の
空き店舗・空き地・空き家を活用し、
新たに開業するための改装費用の一
部を補助します。
※補助率 1/2 以内
　1件あたり最大 100万円

経営・創業支援事業
（1億 8,250 万円）

　経営の安定を図りたい方、創業し
たい方など資金ニーズに応じた融資
制度を用意しています。また、融資
する期間を通して定率の固定金利が
適用されるため、金利の支払負担が
軽減されます。さらに信用保証料の
全額を市が補助します。
※一般資金（運転・設備資金）
　1企業　1,000 万円以内
※創業資金（運転・設備資金）
　1企業　　500万円以内

融資制度
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来てもらう、住んでもらう人の流れをつくる

▲

★写真はイメージです。

　定住人口を増やす

★写真はイメ ジです

ＵＩＪターン推進事業
（500万円）

　首都圏への人口流出という流れの
転換を図るために、市内へ移住し、
県内で就業する方に対し補助金の交
付を行います。移住後、中小企業な
どに就職した場合は、最大 100万
円、起業した場合には最大 300万
円の補助金を市・県より支給します。
　首都圏からの人材を積極的に受け
入れることで、地域産業の活性化や、
地域活動などの担い手不足の解消、
ＵＩＪターンの促進を図り、「子や
孫がかえってくるまち」の実現を目
指します。

宅地造成奨励事業
（300万円）

　住宅団地の造成を行う事業者など
に奨励金を交付することで、良好な
住環境整備と住宅用地の提供を促進
することにより、人口減少の抑制と
定住化を図ります。
※土地利用方針に定める矢板駅西地
　区内において、分譲を目的として
　住宅団地を造成するものが対象と
　なります。詳しくはこちら

定住促進補助事業
（5,550 万円）

　市内に新たに住居を求める方 (45
歳以下 )に対して補助金を交付する
ことで、子育て世代の支援と定住人
口の増加に取り組んでいます。
　市外から転入する方だけではなく、
市内での転居も対象となり、条件を
満たせば、100 万円以上の補助金
を交付します。

※ 4月から制度改正に
　より事前申請が必要
　となります。

★

★

　交流人口を増やす

スポーツツーリズム推進事業
（2,010 万円）

　昨年4月に設立した「矢板スポー
ツコミッション」を中心に、多様な
利用者の需要への対応と、市内を周
遊する仕組みを作りながら新たな
サービスを生み出し、人材の育成と
確保に取り組みます。
　また、スポーツ大会や合宿開催費
の補助などを行い、地域のスポーツ
を支える人との交流、旅行先で気軽
にスポーツを体験できるような環境
を整備し提供することで、交流人口
および移住人口の増加を図ります。　

国民体育大会推進事業
（1億 4,290 万円）

　2022年に開催される第 77回国
民体育大会「いちご一会とちぎ国体」
では、サッカー（少年女子）、軟式
野球（成年男子）、デモンストレー
ションスポーツとしてオリエンテー
リングが市内を会場に行われます。
　国体開催に向け、いちご一会とち
ぎ国体矢板市実行委員会を設立し、
ＰＲ活動を行うほか、サッカー場の
芝張替えやトイレの改修、野球場ス
コアボードの改修などを行っていき
ます。

日本遺産活用推進事業
（460万円）

　昨年度、「矢板武旧宅」、「山縣有
朋記念館」などが日本遺産構成文化
財として認定されたことから、関連
した歴史や文化遺産を整備・活用し、
国内外に広く発信することで地域活
性化を推進します。
　その1つとして、日本遺産の普及
啓発および市内の文化振興や観光振
興を図ることを目的として、文化を
活かした合宿支援事業を新たに行い
ます。そのほか「那須野が原開拓日
本遺産活用推進協議会」の運営など
のため、費用負担を行います。
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各世代を支援する

▲

　子育てへの支援

子育て支援事業
（440万円）

　安心して出産・子育てができる
よう、産婦健康診査助成（10,000
円）、新生児聴覚検査助成（5,000
円）、産後ケア事業を実施し、子育
て支援の充実を図ります。

子どもの居場所づくり事業
（50万円）

　子どもたちの健やかな成長を促し、
安心して暮らせるよう地域の支え合
い体制づくりを行うため、子どもの
居場所づくり活動を行う団体に対し、
10万円の補助金を交付します。

子ども予防接種助成事業
（400万円）

　今まで、中学 3年生と高校 3年
生に限られていたインフルエンザ予
防接種助成の年齢範囲を拡大します。
 ・6カ月以上13歳未満　1,000円×2回
 ・13歳以上高校生以下　1,000円×1回

こども医療費現物給付の拡大ではなく、
子育て支援施策にお金を充てるため

「子ども未来基金」
を創設します！

矢板市は、

……　現状　……
　子どもの医療費を未就学児まで「現物給付※1」によ
り助成し、小学生から高校 3年生までに対しては「償
還払い※2」を行うことで実質無償としています。
　現在、県内の市町で子ども医療費の「現物給付」対象
年齢を引き上げる動きが増えています。

……　試算すると　……
　他市の伸び率を基に矢板市における現物給付の対象年
齢を拡大した場合．．．
◆未就学児から中学3年生までの場合　約4,500万円
◆未就学児から高校3年生までの場合　約6,200万円
　の予算が新たに必要となります。

……　矢板市の決断　……
　現物給付の対象年齢を中学3年生まで拡大
した場合に想定される年間約4,500万円を基金
として積み立て、子育て支援施策に活用します！
例えば．．．
　　・学校給食費の一部助成
　　・2020年度入学生から小・中学校の体育着無償配布
　　・おたふくかぜ予防接種のほぼ全額助成
　　・機器購入による視力検査の実施　など

……　「償還払い」の利便性向上　……
　子ども課窓口、市ホームページからしか得られなかっ
た償還払いの申請書を、医療機関の窓口に申請用封筒（切
手負担なし）と一緒に置くなど、より簡単に手続きがで
きるよう改善します。

※1　現物給付…医療機関での支払いが不要
※ 2　償還払い…医療費を一旦支払い、市に申請をすることで、
　　　　　　　　支払った金額が助成になる

＊

＊
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＊
＊

＊

＊

＊
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活力と魅力あるまちをつくる

▲
　魅力ある拠点をつくる

スマートＩＣ整備事業
（2億 4,520 万円）

　市民生活の利便性向上・交通機能の
充実を図るため、矢板北ＰＡにスマー
トＩＣを新設します。本年度は、橋りょ
う上部工事・橋りょう下部工事を行い、
2021年3月の供用開始を目指します。

矢板駅前駐車場整備事業
（620万円）

　市営駐車場の入口移設に伴う整備
と駐車場システム機器の更新を行い、
通勤・通学者や駅利用者などの利便
性の向上に取り組みます。

片岡地区市街地整備事業
（9,880 万円）

　ＪＲ片岡駅東口の駅前広場を現在
の 2倍に拡張するとともに市営駐
車場の改修を行い、片岡駅を中心と
した片岡地区のにぎわい創出の拠点
整備をします。

　住民参加によるまちづくり

矢板創生推進交付金事業
（200万円）

　行政区が自主的・主体的に行う地
域の課題解決を図る活動に対し、補
助金を交付します。支援を行うこと
で、持続可能な地域づくりの推進に
取り組みます。

地域づくり支援事業
（1,850 万円）

　地域の実情に合った将来像を形成
するため、矢板ふるさと支援センター
「TAKIBI」を設置し、さまざまな立場の
市民が交流する対話の場を通じて、地域
住民の自主的な地域づくりを後押しします。

高校生まちづくり活動事業
（30万円）

　高校生が中心となり、まちなかの
にぎわい創出や地域活性化への活動
に対し補助を行います。学生が勉強
をしたり、気軽に集うことのできる
場所づくりを支援します。

　安全・安心な生活環境をつくる

地籍調査事業
（3,160 万円）

　地籍調査を 4地区で実施します。
　そのうち、鹿島町Ⅰ、Ⅱ地区を新規
地区として、ＪＲ矢板駅西側の中心市
街地の調査に引き続き取り組みます。

塩谷広域環境施設建設事業
（5億 2,070 万円）

　安沢地区に建設中の塩谷広域環境
施設建設費に対して塩谷広域圏内の
2市 2 町で建設にかかる費用を負
担します。

空家等対策推進事業
（280万円）

　空家解消を図るため、空家の利活
用や危険な空家の解体を行う方に対
して補助金を交付するなど、空家に
対する取り組みを進めます。

★写真はイメージです。

※完成イメージ図

★
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